
ゾラとショーベンハウアーの厭世哲学

『生きるよろこび』をめぐって

田中 琢三

1.『生きるよろこび』について

エミール･ゾラの｢ルゴン=マツカール叢書｣(昆∫
伽〟g釧一

肋cヴ〟dr!,批Jo血〃8川re抽 ど′ ∫OCねJe が〟〝e舟血仙 ∫州∫Jビ ∫どC州d

g椚Pね187ト柑93,以下｢叢書｣と略記)の第12巻『生きるよろこび-』(山血ビ

dgⅥvre,1884)は､その前後に書かれた第9巻『ナナ』(凡川吼=柑0)や第

13巻『ジェルミナール』(G訂血〝αJ,1885)のような､膨大な資料収集に基く

叙事詩的な大作に比べると､ダイナミズムを欠く地味な作品という印象は否

めない｡登場人物はごく少数で､舞台はノルマンディー海岸の一寒村に限定

されている｡しかし『生きるよろこび』を､ゾラがそれらの大作の合間に息

抜きのために書いた気晴らし小説とみなすのは誤りである｡アンリ･ミトラ

ンの草稿研貯によると､この小説は､まず1880年秋頃に構想され､その時､

ゾラは､全件の構成やあらすじを粗描し､それを何度か練り直すものの､こ

の創作プランはいったん中断される〕｡そして､彼は第10巻『ごった煮』

(Poトβ仙〟k,1882)と第Il巻『オ･ボヌール･デ･ダーム百貨店』(血β川舟ど"′･

dg∫伽mg∫,1883)の｢叢書｣の2作品を完成させた後､1883年初頭から､前

のプランをもとに『生きるよろこび』の創作を再開し､1883年の末に脱稿す

る｡2年間の中断があるにせよ､『生きるよろこび』の創作期間は｢叢書｣

の中では異例の長さで､特にあらすじに関して試行錯誤を重ねているJ｡つま

■F′トきるよろこび』のり川】およびアンリ･ミトランの草:稿研究は､次のプレイヤード仮による｡(以

卜PJ.と賄記)

EmileZola.昆∫尺〃仲川-〟〟叩川rJ,仇.舶fr…〟〃rビ地肌†`灯血Jど`ハ川…打`川〟E･叩f化【･‖･G山=nla止

<･Bib]iothtqtJe de]aPleiade》･1964･

:pJ･,pp･1735一】77】･

-巾断の矧=ま､ゾラが仲裁の死に直面したことにある｡VoirJゎんLp･1750･

一パリの岡山灯瑠齢こ現〟する『′ほるよろこび』の準肘.t稲の小で､ebauch亡と名づけられた什■晶

のあらすじの机描をするJ.t稿は109枚あり､これは抽aucheに関しては｢避汎■l■で最も多い｡ち

なみに2j引=こ帥aucheの枚数が多いのは､訂=8巻『企』(Arg川J,l錮りで=‖放である｡
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り､この小説は､気晴らしどころか､かなりの難産の末に生み出された作品

なのである｡そして､内容的にも､もろもろの自伝的要素が取り入れられた

半自伝的小説であり､苦しみに満ちた世界において､人生をいかに生きるべ

きかを模索した哲学的小説でもある｡このようにゾラの人生哲学を直接的に

反映した作品としては､｢叢書｣中､第20巻『パスカル博士』(山肋J脚

加抑893)とともに重要な作品といえる｡『生きるよろこび』は､当時､

文壇で流行していたショーベンハウアーの厭世哲学を産材の一つにしてい

るが､ゾラはそれを作品の単なる装飾として取り上げたのではない｡彼は､

このドイツ人の思想を媒介にして､上述したような自らの人生哲学を小説の

中で展開しているのである｡

本論考では､ショーベンハウアーの厭世哲学が､『生きるよろこび』にど

のように取り込まれているかを分析することで､この小説に反映されたゾラ

の思想を探ってみたい｡

2.ブルド一編集の『読書集』

『生きるよろこび』は､ボーリーヌ･クニュとラザール･シャントとい

ぅそれぞれ作者の分身と思われる2人の主人公を軸にして物語が展開する｡

ボーリーヌは､明るく心身ともに健康な女性であり､ラザールは､神経症的

で精神の不安定なべシミストである｡そして､このラザールのペシミズムは

ショーベンハウアーの厭世哲学に影響されている｡それは､｢ショーベンハ

ゥァーの天才的な警句や大げさな暗い詩だけをとどめた未消化の厭世哲学

8｣であり､ラザールは厭世哲学の悲観的な側面のみを受け入れ､それをより

過激に解釈し､救いがたいペシミズムに陥ってゆく｡ゾラは『生きるよろこ

び』刊行直後のある書簡で､ラザールについて､次のように解説している｡

私は､ラザールを､形而上学者つまりはショーベンハウアーの完全な弟子にす

るつもりはなかったのです｡なぜなら､そんな人間はフランスにはいないから

です｡逆に､払が言っているのは､ラザールがその教義を｢未消化｣なのであ

ト裁という2つのぷ昧
ノ7/ノヽli持VノPCゝ)‖‖11)lllしl-▼`ト'

- ~

がある｡鵬細ま･前梱飢でのpessimismeを｢酬所軋後納｢ペシミズム｣と衣記す

る｡な払フランスでpessimismeという･紳･般化するのは､ショーベンハウアーの仰がフラ

ンスに本格的に紳介されて以降のことであると推測はれる｡例えば､リトレの『フランス謝典』
(18闘872)のpessimismeの郎‖=こは､｢新乱ペシミストの比触としか･氾述されていない｡

(tmileLittrWiclin,""iredeLaLu,Zgue･fh,Jfuise･t･51Ga=imard-=achettet19b5･P･1776･)

もpJ.,p･883･

(
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30

ウランス.沼のpessimismeには-ショーベンハウアーの椚と･鮫肌な悲観′ム l′
一L

｢



って､彼はまさに我が国で涜布しているような厭世哲学の思想の申し子だ､と

いうことなのです｡私は最もありふれたタイプを取り上げたのです7｡

ここでゾラは､ラザールがショーベンハウアーの厭世哲学を｢未消化｣であ

ることを強訴し､それが当時のフランス人の典型的なショーベンハウア一理

解の仕方だ､と主張している｡それでは､ゾラのいう｢我が国で流布してい

るような厭世哲学の思想｣とは､どのような思想なのだろうか｡

ショーベンハウアーの厭世哲学が､フランスで受容され始めるのは､『両世

界評論』にシヤルメル=ラクールのショーベンハウア一に関する評論が発表

された1870年以降のことである呂｡しかし､ショーベンハウアーの主著『意

志と表象としての世界り』のフランス語訳が刊行される1886年まで､フラン

スでは､彼の哲学に関しては､その抜粋を集めたアンソロジーや『哲学小品

集』などの翻訳しか出版されていなかった｡しかし､すでに1880年代前半､

文壇､特にユイスマンスやモーパッサンら､当時30歳前後の自然主義作家

達の間では､ショーベンハウアーの厭世哲学はかなり浸透していた｡若手作

家達にショーベンハウアーの悲観的な思想が受け入れられた原因は､彼らの

メンタリティにべシミズムの素地があったためだと考えられる■f'｡そして､

この流行に拍車をかけたのは､ジャン･ブルドーが翻訳､編集して1880年

に刊行した､ショーベンハウアーの『兢言集■t』(P印∫ゐ用血′柁βgJ♪鞘′碑′山

翌年からPg那`αeJ舟岬研一∫と改題して版を重ねる)がフランスで流布した

ことである｡『蔵書集』はブルドーが､ショーベンハウアーのいくつかの著

作や書簡から､慈恵的にさまざまな文章を抜粋し､それらを自分でフランス

語に翻訳してテーマ別に編集したアンソロジーである｡この本は､『生きる

よろこび』との関係においても重要であるので､以下でその構成を詳しくみ

ていきたい｡

7Lettreh丘douard Rod､16marsI884.EmileZo]a.C(Tre.YP"･･du,M･(･肛Presses
deruniversit卓de

Montr丘al-CNRS.=帽5.､pP.82-83･

XvoirReneTernois.ZbILLe(.叩〃1eml"･L"(Lrdes.R"me･P`Lri･一･LesBeltes-Le"reゝ･19611PP･17-20･

ウシヨーベンハウアーの作ん-.やそのIl宥Jけイトルについては次の翻訳を参々にした｡

『ショーベンハウアー仝張』.仝14巻｣`t水化1972･】975咋

川彼らは20應前後の廿隼期に､刑ム戦竹の敗北と′り･コミューンの騒乱を体験している｡また･

彼らと1.州仁代のポール･プールジュは､『現代心凧論恥』(丘∫･一山Jり･りて/-〃J′′gfぐ(…J川P川血-`一･

1883.】885)において､l■一分たちの世代がペシミズムに侵されていることを.獄如しそれをl前川t代

の文′一声との閑適において分析している｡

‖『乱丁集』のテキストは､以卜の触を参々にした｡

^r(hur Schopenhauer･Pe,.S4e･Ye(.f+ugme,耽【raduitsparJeanBourdeau･23th6dition･F6LixA]ican･

1922.(以卜､戸川∫～ど∫〟./ナ鞘m川J.Tと略記)
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まず､序文として､ショーベンハウアーの生涯や思想を簡単にまとめたプ

ルドーの文章があり､続いてショーベンハウアーの書簡が何通か掲載されて

いる｡そして本文では､いくつかのテーマに分けて､ショーベンハウアーの

文章の抜粋が編集されている｡そのテーマは､順に｢世界の苦しみ｣｢愛｣｢死｣

｢芸術｣｢道徳｣とあり､付録として｢宗教｣｢政治｣｢人間と社会｣｢諸国民

の特性｣がある｡冒頭の｢世界の苦しみ｣と｢愛｣の二つの章は､分量的に

多く､合わせると全体の約半分になるが､内容的にもショーベンハウアーの

厭世哲学の最も過激な′くッセージの数々が収められている｡｢世界の苦しみ｣

の章の前半は､『哲学小品集』の第2巻第12章｢この世の悩みについての説

教に対する補遺｣から､後半は､主に『意志と表象としての世界』から抜粋

された文章が収められている｡これらは､人間がこの世界で生きて行くこと

が､いかに苦しみと倦怠に満ち､いかに悲惨なことであるかを論じたもので

ある｡続く｢愛｣の章は､前半が『意志と表象としての世界･続編』の第44

章｢性愛の形而上学｣のほぼ全訳で､後半は『哲学小品集』の第2巻第27

章｢女について｣から抜粋された文章が中心になっている｡この｢性愛の形

而上学｣と｢女について｣は､ショーベンハウアー哲学が女性蔑視の思想と

されるゆえんとなっている文章で､性欲あるいは女性について論じられてい

る｡｢性愛の形而上学｣は､人間の恋愛感情や性的欲望は､いくら崇高に見

えるものでも､実際は個人の意志に基くものではなく､子孫をつくり､種属

の典型を維持しようとする目的のために､種属の｢意志｣が人間に与えた妄

想である.｡つまり､人間は盲目的な｢意志｣の命じられるままに､種属のた

めに行動しているに過ぎない､といった内容である｡そして｢女について｣

も､女性は愚かであらゆる面で男性に劣った第二の性である､という過激な

アンチ･フェミニ不ムの主張を含んだエッセーである｡このように『放言集』
の読者は､まず冒頭からショーベンハウアーのあまりにも悲観的な世界観に

驚かされ､ついで､徹底した女性蔑視の思想に面食らうことになる｡おそら

くブルドーは､大衆の興味を刺激するために､このような構成にしたのだろ

うが､実際､このアンソロジーはフランスにおけるショーベンハウアー厭世

哲学のいわば通俗化に拍車をかけたようだ｡そして当時､ゾラと交友があり

｢メダンのグループ｣と呼ばれた若手の自然主義作家達も､『兢言集』のプ

ルドーが翻訳したショーベンハウアーの文章に大きな影響を受けている■㌔

『放言集』の文章が､彼らの著作に取り入れられている例を､以下で挙げて

l三voirRene-PierreColin.Tru11(･Jledel･ie･Z(,lue,(e".,Pde.ftT(･…`L(.,ruIi･V,e･Pressesuniversilaire

deLyon,1988･PP･】84-191･
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みたい｡

モーパッサンは､前述したプルドー訳の｢女について｣からほとんど剰窃

した文章を新聞に掲載したりり､『死者のかたわらで』(A叩′･～∫d,刷

仰rJ,1883)というショーベンハウアーを題材にしたコントでは､『蔵言集』

の序文を参考にしてショーベンハウアーの人物像を描いているIl｡なお､モ

ーパッサンの作品群の基調をなすペシミズムが､ショーベンハウアーの厭世

哲学の影響を受けていることは有名だが､彼は『放言集』の編者ブル,ドーの

知人であり､プルドーとの直接の会話からショーベンハウアーを知った､と

も言われている15｡また､ユイスマンスの､日常生活におけるペシミズムが

濃厚に表現された短編『流れのままに』(A侮〟-J･e皿,1882)の最後の細分で､
ショーベンハウアーの｢人間の生活は､苦しみと倦怠の間を振り子のように

揺れる｡｣という蔵書が出てくる-6が､これは『歳言集』の｢世界の苦しみ｣

の章にあるプルドーの翻訳t7をそのまま引用している｡そして､この作品の

最後の文は｢最悪の事態が起こる川｣だが､これも｢世界の苦しみ｣の章に

同じ表現がある川｡また『さかしま』(A鹿島β以rも1884)の中に引用されるシ

ョーベンハウアーの言葉｢もし神がこの世を創造したのだとすれば､私はこ

んな神にはなりたくはない｡この世の悲惨は私の心を引き裂くであろうユ`-｣

も､同様に｢世界の苦しみ｣の章にあるブルドーの翻訳号をそのまま引用し

ている｡このように『耗言集』はいくつかの作品に引用されているが､それ

は表面的な現象にとどまらず､『茂吉集』の暗い警句の数々は､若手作家達

のペシミスティックなメンタリティに合致して､彼らのペシミズムのいわば

理論的支柱になったココ｡ゾラのいう｢我が国で流布しているような厭世哲学

の思想｣とは､おそらく､彼と交友があった若手の自然主義作家通が感銘を

1王AndreVial･G肌壷〟甜Pd∫購〃けど′J■d〝血〝川王d′-･Nizst･】956.p･116･

11voirGuydeMaupassanl･C(".te∫el1."ELt･e[[es･l･l･Ga]]imard,`くBib]io(htquedelaP16iade".[97J.

PP.727-73l.pp.Ⅰ5‖)-】5tl.

■チアルマン･ラヌー茸.村越好威t人山利払軋『モー′くッサンの′l二親,新潮礼】967.pp.224-227.

を参照｡

IbJoris-Kar】Huysmans,αLnlre"･"mPl如いVIGenとve.ShlkineRepr.nts･1972･P･85･

‖戸川.血.Tどりねg〝lど眈†.P.70.

川Huysmans,ん一C･dL

■9pビター.†`ビ.†叶恒w肺腑,p.55.

:OHuysmans.叩･(九-〃lI､p■127･

:■戸川∫`即ビJル珊m帥J.T.P.77.

ヱ:特にユイスマンスはショーベンハウアーの厭†托析一判こ心酔しており､柑g4隼ユJ｣のゾラ宛の.1弼

では､｢†′/亡しうる般も慰めになり､最も倫理的で､最も明快な此雌｣と.1Fいている｡Huysmans.

レJJr亡.Tf′一`ぬg.-占占爪JJどZ√血,Genとve.Dro乙t955､P.99.

33



受けた『親書集』で強調された思想､つまり悲観的な側面が際立った厭世哲

学の思想なのである｡それが『生きるよろこび』のラザールの｢ショーベン

ハウアーの天才的な警句や大げさな暗い詩だけをとどめた未消化の厭世哲

学｣だと思われる｡

ゾラが､ショーペハウアーの著作をどの程度読んでいたのかは明らかでは

ない｡しかし『生きるよろこび』を執筆する際に､参考資料の一つとして『放

言集』を読んでおり､その覚書がショーベンハウア一に関する準備草紆Jの

中に残されている｡またゾラは､この準備草稿の中で小説のタイトルとして

次の9つの候補を挙げているコ4｡

①Lavalleedelarmes ②Lajoie de vivre ③L'espoirdu niant ④Le vieux

cynique ⑤Lasombre mort､㊥Le tourmentde
rexistence ⑦La miserc du

monde ⑧Lerepossacridunian(⑨Le[hs(emOnde

このうち､採用された唯一明るい②と⑨を除いて､すべてブルド一編集の『放

言集』に見出される言葉である25｡また､このようにタイトル候補にショー

ベンハウア一関連の用語を考えていた､という事実は､この作品におけるシ

ョーベンハウアー厭世哲学の比重の大きさを示しているともいえる｡

3.ポーリーヌと生きるよろこび

これまでラザールの｢未消化の厭世哲学｣について述べてきたが､それで

は､ゾラが理解したところの｢消化された厭世哲学｣とはどのようなものだ

ったのだろうか｡結論からいうと､それは､もう一人の主人公ポーリーヌに

よって体現されている思想なのである｡ポーリーヌは､数々の死や苦しみが

描かれたこの暗い小説の中で､唯一､明るく健康的な存在である｡未来に対

して希望を抱くオプチミストであり､さまざまな苦悩や困難に直面するが､

ペシミズムに陥ることはなく､生きることそのものへの信頼によって､それ

らを超克していく｡小説の中で､ボーリーヌは､ラザールが説く過激に解釈

:JpLp.t764.その他ショーベンハウア一に闇する門料として､ゾラはテオデュール･リボー『ショ

ーベンハウアーの軒別や､ピエール･ラルース『ノJイl■人辞典』のショーベンハウアtの項Ilなど
を参照している｡

:4♪J･,PP･】775･

コこれらの.㌻戯カ;川てくる戸川∫`g∫叶什粥川川/.-のページは､①p.】4とp.】90③p.1ヰ④p.Ⅰ5①

p.26⑥p,56⑦p.77とp.181⑧p.77
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されたショーベンハウアーの厭世哲学に対して異を唱えているコホので､一見

すると､ゾラは､ポーリーヌを反ショーベンハウアーの象徴にしているかの

ように思われる｡しかし､それは､ショーベンハウアーの｢未消化の厭世哲

学｣に反対している､という限りにおいて正しいのであって､実は､彼女の

言動こそ､ゾラが理解し共感したショーベンハウアー哲学を体現していると

いえる｡このことは､ゾラが､ブルドーが翻訳･編集した『歳言集』を､ど

のように読んだかを検討することによってうかがえる｡前述したように､ゾ

ラは『生きるよろこび』の準備のために､『鹿言集』を読み､その尭書を取

っており､それは｢恐怖､ショーベンハウアー`人生について｣と題されて

いる｡この『蔵書集』覚書は､ロベール･ラフオン版の｢叢書｣第3巻の巻

末に資料として掲載されている:7｡以下で､この資料を検討していきたい｡

この2ページ足らずの『筏言集』覚書には､ブルドーの『蔵言集』の文章

の引用あるいはパラフレーズ､それに対するゾラ自身の見解､『生きるよろ

こび』の登場人物に関する言及などが書かれてている｡『歳言集』からの引

用やパラフレーズは､必ずしも正確に『歳言集』のページを追ってノートさ

れたものではないが､大雑把にいえば､最初の4分の1はブルドーの序文か

ら､4分の】は本文の｢世界の苦しみ｣の章から､残りの2分の】は｢道徳｣

の葺から書き留められている｡注目したいのは､ゾラが｢道徳｣の章を重視

していることである｡この章は､分量的には『横言集』の10分のlほどで

あるが､『麓言集』の本文の最後の章であり､内容的にも､ショーベンハウ

アー哲学の到達点ともいうべき､禁欲主義から導かれる精神の平安と解放､

そしてつまり仏教でいう捏築の境地に至る解脱､に関する文章の数々が収録

されている｡この章は､｢エゴイズム｣｢あわれみ｣｢諦観､放棄､禁欲､そ

して解放｣の三部に分かれている｡このうち｢あわれみ｣の部分では､すべ

ての道徳性の根源には､エゴイズムを超越した他者へのあわれみ(Pili引力;あ

る､という内容の簾言が並べられている｡次の｢諦観､放棄､禁欲､そして

解放｣の部分では､このあわれみの思想を発展させた､いわゆる共苦の思想

が提示されている｡ショーベンハウア一によれば､他者の苦しみを自らの苦

しみとして受け止めることは､すべての生きとし生けるものへの慈悲であり､

利己的な意志や欲望の放棄､つまり禁欲主義､自己犠牲につながっていく｡

このような､『兢言集』の｢道徳｣の章に収められたショーベンハウアーの

あわれみの思想が､ゾラが理解したところの｢消化された厭世哲学｣だと思

ヱhpJ･,P･884,P･絹7,p･】000･

ヱTzol札止･-伽仰′卜肋r叩r′､l｣札Robertlぷ0札CdL《Bouquin-,･199乙叩･一625･162b.
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われる｡ゾラは､このあわれみの思想をポーリーヌに付与した､あるいは､

もともと彼女に付与しようとしていたものを､『放言集』の申さと見出した｡『放

言集』覚書の中に次のような記述がある｡

自分の苦しみを他人のなかに見る｡そして苦しむすべてのものに対して､あわ

れみの情を抱く｡それは､とても重要なこと､私のポーリーヌそのものだユH｡

『生きるよろこび』の中で､ポーリーヌは､極度の貧困にあえぐ村の子供達

に､定期的に食料などを分け与え､文字通り慈善を施している｡彼女は献身

的な性格で､他人の幸福のために自らの幸福を犠牲にする｡そして､物語が

進むにつれて､ポーリーヌから利己的な意志や欲望が捨象されていき､彼女

の行為は､ショーベンハウアー的な禁欲主義､自己犠牲に到達する｡彼女は､

ラザールに恋心を抱くが､ラザールのためを思って､嫉妬心を克服し､彼を

ルイーズという別の女性と結婚させることを決意する｡その時､ポーリーヌ

は､不思議な安らぎをおぼえる｡

自己犠牲を誇りに思う気持ちは消えてしまっていた｡彼女は自分以外のところ

で､家族が幸せになることを受け入れた｡それは､他人への愛における最高の

段階であった｡自分の姿を消す､すべてを与えるが十分に与えたとは思わない､

自分がこしらえたのではなく､自分がわかちあうことのないであろう至福を喜

ばしく思うまでに､愛することであった:り｡

これは､完全にエゴイズムを脱した状態である｡そして､物語の最後で､あ

らゆる状況が悪化しつつあるなかで､彼女は､ラザールとルイーズの間に産

まれた赤子ポールに希望を託し､育てようとする｡

彼女(ポーリーヌ)は幼いポールを揺すり､いっそう高らかに笑って､ふざけ

て次のように語った｡従兄(ラザール)が自分を大聖人ショーベンハウア一に

改宗させた｡自分は世界の開放に努めるために独身のままでいる､と｡実際､

彼女は､自己放棄､他人への愛､悪しき人間のうえに広がる善良さであった封-｡

これは､小説の中で唯一､ポーリーヌがショーベンハウアーの思想を体現し

ていることが暗示された箇所である1-｡冗談めかされてはいるが､ポーリー

ユーJ鋸d･,p･1626･

刃pJ･.P･1031･

10Jわf九p.1129,

㌧ユイスマンスはこの筒繭こついて､ゾラ克ての●l珊の小で｢黒は･木､11のショーベンハウアート
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ヌ自身の口から､それがほのめかされていることが興味深い｡ゾラは『生き

るよろこび』のイギリスの翻訳者に宛てたとされている書簡で､次のように

明言している｡

生きるよろこび､とは犠牲的行為のことであり､他人のために生きることなの

ですユコ｡

このように､『生きるよろこび』の主題は､ボーリーヌが､ラザールの｢消

化の厭世哲学｣を媒介にして､ゾラが理解し共感したところのショーベンハ

ウアーの厭世哲学､つまりエゴイズムを脱した他者へのあわれみに基づく自

己犠牲の思想､を具現化していく過程を描くことにあった､といえるのであ

る｡

4.ゾラの思想的変化

ギィ･ロベールは､柑83年頃にゾラの思想的変化があったとしたうえで､

次のように述べている｡

信頼にもとづく受容のテーマ､つまり､生はその醜さにもかかわらず必然的に

良いものである､というテーマがゾラにとって重要になり始めたのは､『オ･ボ

ヌール･デ･ダーム百貨店』そして『生きるよろこび』においてである1･l｡

この｢信頼にもとづく受容のテーマ｣とは､フランス語の1avieつまり人生､

生活､生命という意味での｢生｣を良いものとして信じること､あるいはそ

の｢生｣をいかにして肯定的に受け入れるか､というテーマである｡ロベー

ルの指摘するように､柑80年代前半からゾラの著作にこのようなテーマが表

れてくる｡その例として､『オ･ボヌール･デ･ダーム百貨店』以降の｢叢

書｣のいくつかの小説k､ポーリーヌのように｢生｣のうちによろこびを見

出す､オブチミズムに満ちたヒロインが前面に登場することが挙げられるか

掛桁ま､あなたが笑いながらほのめかしたように､ポーリーヌなのです｣と.一Fいている｡Huysmans｣

J〃C.CJJ.
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もしれないユJ｡この｢生｣の肯定的受容は､一見すると､この世を考えうる

限りでの最悪の世界としたショーベンハウアーの世界観と相容れないようだ

が､実はそうではない｡ゾラは｢叢書｣の多くの′ト説で､人間や社会の醜悪

な側面を徹底して描いている｡彼は､そのような現実､いわば｢最悪の世界｣

を直視し､それと対時している｡そして1880年代前半から､そのようなあ

るがままの世界､あるがままの｢生｣を肯定的に捉えようとし始めるのであ

る｡この思想的変化の要因15の一つとして､『生きるよろこび』のポーリーヌ

に体現された､ゾラのショーベンハウア丁の厭世哲学の受容があるのではな

いだろうか｡つまり､ゾラは､他人のために生きること､他者へのあわれみ

にもとづく自己犠牲によって､この｢最悪の世界｣を肯定的に生きるという

思想を､ショーベンハウアーから受容したのである｡そしてこのようなゾラ

の変化は､世紀末へと向かう時代の変化と無縁ではない1dが､それについて

は別の機会に論じることにしたい｡

3｣例えば『オ･ボヌール･デ･ダームt･√1餌F』のドゥニーズ･『別のカロリーヌ人人『パスカ′レ

仲】二』のクロチルドなど｡

Jヅラは1880申蜘こ､母親の死やよ人迅の死に一拍直するなどいくつかの原抑こより､メランコリー

や死の恐怖､あるいはもろもろの鹿追観念に襲われ､相加こ神経症に陥っている｡この件験は『′】二

きるよろこび』のラザールに投影されているが､この精神的危機とその尤恨もゾラのJ且糞州勺射ヒの

要1棚こなったと々えられる｡

叫例えば､象徴l(義をト感させるユイスマンスの『さかしま』は『′巨きるよろこび』と同じ1884

年に用=され､同情側に執¶されたニーチェの『ツγラトウストラはこう･㌻った』と『′憎るよろ

こび』の悶に親近什を抽lけことは叶能である｡
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